
市町村未来づくり交付金自己評価調書

1　事業群評価調書

（記載要領）
１　重点目標、事業群ごとに本様式を作成し、評価するものであること。
２　成果の概要については、できる限り客観的な数値によること。

b　安心ネットワークの形成

ｽｸｰﾙｻﾎﾟｰﾀｰ設置事業

国民健康保険円滑化事業

子どもを守る緊急対策事業

ｱｽﾍﾞｽﾄ対策事業

平成18年豪雪雪害対策緊急支援事業

団体名： 京丹後市

重点目標

事業群

事業群全体による
成果の概要

構成事業名

実績値

「ひと」、「みず」、「みどり」　歴史と文化が織りなす交流のまちづくり

　いつまでも健康で、誰もが安心して暮らせる環境づくりに取り組むため、「ｽｸｰﾙｻﾎﾟｰﾀｰ設置事
業」や「国民健康保険円滑化事業」を実施した。また近年多発している児童生徒をターゲットに
した凶悪犯罪を防ぐため「子どもを守る緊急対策事業」をおこない、市内教育施設（2幼稚園、23
小学校、8中学校の計33施設）に自動通報装置等の緊急通報システムを設置し安全管理の強化に努
め、さらに登下校の見守り・巡廻・声掛けなど家庭や地域、警察等との連携を図ることで地域ぐ
るみでの安心ネットワークづくりに寄与した。
　また黒部小学校舎からアスベストが検出され、安全宣言がおこなわれるまで、児童の安全を最
優先に実施した「ｱｽﾍﾞｽﾄ対策事業」や、「平成18年豪雪雪害対策緊急支援事業」では独居・高齢
者世帯の雪下ろしをはじめ、農業用施設や農作物への雪害被害を早期に復旧する支援を講じ、速
やかな再建・再生に努めた。

成果指標

指標式等

※本年度の成果について、客観的な数値により評価できる場合は下欄に記入すること。また、複数の指標がある場合は適宜欄を追加すること。


